
　満開の桜の中、朝日山森林公園で桜まつりが開催され
ました。恒例の三味線餅つきでは、つきたてのお餅をも
らおうと行列ができるなど大盛況。綿菓子のプレゼント
や金魚すくいなどイベントが盛りだくさんでした。�

うららかな春の日ざしの中で�

多彩なイベントで春の一日を満喫�
　NHK福岡放送局アナウンサーの柴崎行雄氏を迎えて「地
球環境シンポジウム ―循環型社会と私たちの役割―」
が三野町体育センターで開催されました。�

循環型社会と私たちの役割を考える�

　三豊市次世代育成支援行動計画・後期計画に対する提
言書が、同計画策定委員会 村田哲康 委員長から市長に
提出されました。「子育てするなら三豊が一番」を実現
するための行動計画です。�

三豊市次世代育成支援行動計画・後期計画に対する提言�

　弥谷市が三野町弥谷山ふれあいの森で開催されました。
フリーマーケットや古い発動機の展示、手打ちうどんの
実演、名産品販売や楽しいイベントが多数行われました。�
�

広報�2010年5月� 広報� 2010年5月�

　
母
子
家
庭
の
母
が
、
技
術
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
教
育
訓
練
施
設
等
へ

支
払
っ
た
経
費
の
20
％
（
4
千
円
以

上
10
万
円
上
限
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。�

　
母
子
家
庭
の
母
が
、
養
成
機
関
に

お
い
て
2
年
以
上
の
技
能
訓
練
を
受

け
た
場
合
に
、
修
業
中
の
全
期
間
、

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
①
が
支
給
さ

れ
、
修
業
期
間
修
了
時
に
入
学
支
援

修
了
一
時
金
②
が
支
給
さ
れ
ま
す
。�

　
対
象
資
格
な
ど
は
市
の
母
子
自
立

支
援
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

支
給
対
象
�
15
歳
到
達
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
に
あ
る
子
�

ど
も
を
主
に
養
育
し
て
い
る
人
�

対

　

象

�20
歳
以
上
で
、
平
成
21
年
度
に
子
宮
が
ん
検
診
�

を
受
け
て
い
な
い
人
�

実
施
期
間
�
6
月
1
日
〜
10
月
31
日
�20

・
25
・
30
・
35
・
40
歳
�

指
定
医
療
機
関
�
高
瀬
第
一
医
院
・
細
川
病
院
・
大
平
産
婦
人
科
�

医
院
・
山
本
産
婦
人
科
医
院
・
香
川
井
下
病
院
�

・
三
豊
総
合
病
院
�

自
己
負
担
金
�
69
歳
以
下
2,
1
0
0
円
　

70
歳
以
上
5
0
0
円
�

受
診
方
法
�

手
当
の
額
�

支
給
方
法
�

対
象
児
童
1
人
あ
た
り
　

月
額
1
3,
0
0
0
円
�

40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
�

※
平
成
22
年
4
月
1
日
現
在
の
年
齢
�

※
平
成
22
年
4
月
20
日
現
在
で
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
�

　
麻
し
ん
・
風
し
ん（
M
R)

混
合
予
防
接
種
の
定
期
接
種
対
象

が
、第
1
期（
生
後
12
カ
月
か
ら
24
カ
月
に
至
る
ま
で
）・
第
2

期（
小
学
校
入
学
前
の
1
年
間
）と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、平
成
19
年
に
、10
代
お
よ
び
20
代
を
中
心
と
し
た
年

齢
層
で
麻
し
ん
が
大
流
行
し
、高
校
や
大
学
で
は
休
業
等
の
措

置
が
と
ら
れ
る
な
ど
大
き
な
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

事
態
を
受
け
、平
成
24
年
度
ま
で
の
5
年
間
の
期
限
で
、第
3

期
（
中
学
1
年
生
相
当
）・
第
4
期
（
高
校
3
年
生
相
当
）
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。�

　
対
象
と
な
る
人
に
予
診
票
等
を
郵
送
し
ま
す
。�

　
4
月
か
ら
「
児
童
手
当
」
に
代
わ
り
、「
子
ど
も
手
当
」
が
支

給
さ
れ
ま
す
。�

　
集
団
検
診
に
加
え
て
医
療
機
関
で
も
子
宮
が
ん
検
診
を
実
施

し
ま
す
。
�

　
市
が
実
施
す
る
人
間
ド
ッ
ク
、医
療
機
関
お
よ
び
集
団
検
診
で

行
う
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
6

月
に
次
の
対
象
者
に
配
布
し
ま
す
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
受
け
取
っ

た
人
は
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
�

①高等技能訓練�
　促進費（月額）�

②入学支援修了�
　一時金�

市町村民税�
非課税世帯� 141,000円� 50,000円�

市町村民税�
課税世帯� 70,500円� 25,000円�

▼
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4

▼
問
い
合
わ
せ
　
☎
健
康
課
　
73
・
3
0
1
4

▼
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

▼
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

▼
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

▼
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

6
月
・
10
月
・
2
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
の

手
当
を
、口
座
振
込
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。
申
請

月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
が
、左
表

②
③
④
の
人
は
平
成
22
年
9
月
30
日
ま
で
に
申
請

す
れ
ば
、4
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
�

平
成
22
年
2
月
・
3
月
分
の
児
童
手
当
は
、6
月

に
振
り
込
み
ま
す
。
�

支
給
対
象
�
市
内
に
住
所
を
有
し｢

※

遺
児｣

の
親
権
を
行
う
人�

ま
た
は
現
に｢

遺
児｣

を
監
護
し
て
い
る
人�

※
三
豊
市
遺
児
年
金
条
例
に
よ
る�

支
給
額
�

申
請
手
続
き
�

遺
児
1
人
に
つ
き
、年
額
12
万
円
を
3
回
に
分
け
て
、�

4
月
〜
7
月
分
を
7
月
に
、
8
月
〜
11
月
分
を
11��

月
に
、
12
月
〜
3
月
分
を
3
月
に
支
給
し
ま
す
。�

遺
児
年
金
支
給
申
請
書
を
、
子
育
て
支
援
課
ま
た�

は
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
戸
籍
謄
本�

の
添
付
が
必
要
で
す
）�

市
が
発
行
す
る
受
診
票
を
持
っ
て
、指
定
医
療
機

関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
が
ん
検
診
希
望
調

査
で
お
申
し
込
み
の
人
は
、6
月
に
受
診
票
を

送
付
し
ま
す
。
集
団
検
診
か
ら
医
療
機
関
に
変

更
す
る
人
や
新
た
に
希
望
す
る
人
は
、健
康
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
�

今年度対象者� 郵送時期� 接種期限�

生後12カ月から生後24カ月�
に至るまでの間にある者�

平成16年4月2日～�
平成17年4月1日生まれ�

誕生日の�
約10日後�

4月中旬に�
発送済�

満2歳になる�
まで�

平成23年3月�
31日まで�

平成 9 年4月2日～�
平成10年4月1日生まれ�

平成4年4月2日～�
平成5年4月1日生まれ�

1期�

2期�

3期�

4期�

　麻しんは感染
力の強い病気です。自分が

感染しないためだけでなく、周りの
人に感染を広げないためにも予

防接種は有効です�

受給対象者の区分� 申請方法�

3月末まで「児童手当」を受給していた人�
（現在中学１年生までの子どものみいる人）�

手続きの必要はありません。自動的�
に「子ども手当」に継続されます。�

「子ども手当額改定認定請求書」の�
提出が必要です。�

「子ども手当認定請求書」または�
「子ども手当額改定認定請求書」�
の提出が必要です。�

所得制限等により3月末まで「児童手�
当」を受給していなかった人�

3月末まで「児童手当」を受給していた人�
で、現在中学2・3年生の子どもがいる人�

現在、中学2・3年生の子どものみがいる人�

出生、転入時�

「子ども手当認定請求書」の提出が�
必要です。�

①

②

③

④

⑤

No.

　②③④の該当者には子どもの名前で必要な書類を送付しますので、子ども
の保護者が申請してください。該当される人で申請書が到着しない場合は、
お問い合わせください。公務員の人は、「児童手当」同様、職場での申請にな
りますので、申請書類が送付されても職場で手続きしてください。①の該当者
は今回の手続きは不要ですが、6月に「子ども手当現況届」の提出が必要です。
対象者には届出用紙を送付します。�



　仁尾町学校給食センターの給食配送車をデザインした仁
尾中学校美術部の皆さんに、臼杵教育長から感謝状が手渡さ
れました。【感謝状授与者（敬称略）】仁尾中学校美術部2年
八代 麗奈　浅野由梨香　近藤友香里　曽根日向子　築澤こまき

いろんな食材をモチーフにデザイン�

香川県バイオマス利活用地域説明会 in 三豊市�
　香川用水調整池（愛称：宝山湖）を周回する「第2回
三豊みかん・うどん健康マラソン大会」が開催されまし
た。県内外から参加した約800人の参加者は、1km～
10kmのそれぞれの種目で力走しました。�

第2回三豊みかん・うどん健康マラソン大会開催�

　詫間地区民生委員児童委員協議会では、75歳以上の一人
暮らしや80歳以上の夫婦のみの世帯等に「おはぎ」を作っ
て配りました。おはぎ作りは毎年4月と11月に実施し、この日
は約700人分のおはぎ2,100個を準備し各家を訪問しました。�

お元気ですか？ おはぎをどうぞ�

　地域の資源を活用した循環共生社会の実現に向けて、
中国四国バイオマス発見活用協議会と三豊菜の花プロジ
ェクト主催による「バイオマス利活用地域説明会」が豊
中町公民館で行われました。�

広報�2010年5月� 広報� 2010年5月�

　
災
害
時
要
援
護
者
を
普
段
か
ら
見
守
り
、災
害
時
に
は
必
要

な
情
報
を
伝
え
た
り
、一
緒
に
避
難
し
た
り
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
た
だ
く
人
で
す
。
決
し
て
責
任
を
伴
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。で
き
る
範
囲
で
支
援
し
て
く
だ
さ
い
。�

団
地
名
�

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
�

 （
例
：
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）
�

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
�

 （
例
：
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）
�

�

　
世
帯
月
額
所
得
15
万
8
千
円
〜
48
万
7
千
円
の
人
に
限
り
ま
す�

　
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
で
次
の
①
②
の
失

業
等
給
付
を
受
け
る
人
で
す
。
�

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ

ま
す
。
軽
減
は
、前
年
の
給
与
所
得
だ
け
を
3
割
と
み
な
し
て
行

い
ま
す
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
6

　
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
で
す
。�

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け
る
期
間
と
は
、異
な
り
ま

す
。�

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、途
中
で
就
職
し
て
も
引
き
続

き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な

ど
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。�

　
制
度
が
始
ま
る
前
1
年
以
内（
平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
）に

離
職
さ
れ
た
人
は
、平
成
22
年
度
に
限
り
国
民
健
康
保
険
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。�

※
平
成
21
年
度
の
保
険
税
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。�

�

※
申
請
に
は
、雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。 

　
詳
し
く
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で�

宮
尾
団
地
（
財
田
町
財
田
中
）�

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。�

構
　
造
�
4
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
耐
火
構
造
2
階
建
）�

戸
　
数
�
2
戸�

使
用
料
�
4
8,
0
0
0
円
（
月
額
）�

　
大
学
・
専
門
学
校
等
の
定
め
ら
れ
た
学
校
に
在
籍
し
、本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
人
�

　
こ
の
制
度
は
、収
入
の
少
な
い
学
生
の
た
め
の
制
度
で
す
。
申

請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、

卒
業
後
に
後
払
い
が
で
き
ま
す
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
�

　
市
民
課
　
☎
73
・
3
0
0
5
�

　
善
通
寺
年
金
事
務
所
　
☎
0
8
7
7（
6
2
）1
6
6
0
�

� 　
昨
年
12
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
人
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら

は
が
き
形
式
の
申
請
書
が
届
き
ま
す
の
で
、記
入
し
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、今
年
1
月
以
降
に
申
請
さ
れ
た
人
や
学
校
が
変
更
に

な
る
人
、昨
年
度
所
得
の
あ
る
人
等
は
、前
回
と
同
様
に
窓
口
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。�

　
次
の
書
類
等
を
持
っ
て
、市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。�

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書�

②
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書（
コ
ピ
ー
も
可
）�

③
印
鑑�

※
前
年
所
得
が
あ
る
人
は
、雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
・
離
職
票

等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

�

　
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、将
来
の
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

10
年
以
内
に
追
納
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、2
年
以
上
経
過
後
は
保

険
料
に
一
定
の
加
算
が
か
か
り
ま
す
。�

　
ま
た
、学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
事
故
や
病
気
等
で
重
い
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
や
死
亡
の
場
合
に
は
、障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。�

　
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
は
、地
域
支
援
者（
隣
近
所
に

住
ん
で
い
て
、支
援
し
て
い
た
だ
け
る
人
）や
自
主
防
災
組
織
、自

治
会
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
助
け
合
い
が
基
本
と
な
り
ま

す
。
こ
の
制
度
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、地
域
支
援
者
を
自

ら
見
つ
け
て
い
た
だ
き
、登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
地
域
支
援
者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、民
生
委
員

児
童
委
員
や
自
治
会
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）�

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
避
難
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

で
、家
族
な
ど
の
支
援
が
十
分
に
受
け
ら
れ
ず
、地
域
の
皆
さ
ん

の
支
援
を
必
要
と
す
る
人（
災
害
時
要
援
護
者
）の
登
録
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
☎
73
・
3
0
1
5

▼
問
い
合
わ
せ
　
住
宅
課
　
☎
73
・
3
0
4
5

　
在
宅
で
生
活
す
る
次
の
よ
う
な
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。�

①
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
者
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
人�
②
心
身
障
害
者
の
人�
③
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
世

帯
の
人�

④
①
〜
③
以
外
で
、避
難
の
際
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
援
が
必

要
な
人�

　
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
で
登
録
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
各
窓

口
ま
で
来
ら
れ
な
い
人
は
、地
域
の
民
生
委
員
児
童
委
員
や
自

治
会
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人�

②
同
居
の
親
族
か
、同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
人�

（
婚
姻
の
届
け
出
は
し
て
い
な
く
て
も
、事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
じ
事
情
に
あ
る
人
や
婚
約
者
を
含
む
）�

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人�

④
市
町
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人�

⑤
世
帯
の
月
額
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と�

⑥
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と�

平
成
22
年
6
月
上
旬�

①
申
込
書（
住
宅
課
ま
た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）�

②
住
民
票（
入
居
予
定
者
全
員
）�

③
所
得
課
税
証
明
書（
15
歳
以
上
で
学
生
を
除
く
）�

④
納
税
証
明
書（
15
歳
以
上
で
学
生
を
除
く
）�

　
入
居
希
望
者
は
、5
月
6
日（
木
）〜
20
日（
木
）の
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時（
土
・
日
は
除
く
）ま
で
に
、必
要
書
類
を
住
宅
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、受
け
付
け
は
申
し
込
み
期
間
の
み
で
す
。�


